
モデル事業名
飯能市吾野地区 自然・歴史・生活文化を活かした交流・にぎわい創生
プロジェクト

対象地域
埼玉県飯能市吾野地区（坂元、北川、南川、高山、吾野、上長沢、長
沢、坂石、坂石町分）

今年度の主な取組

①資料や地域住民への聞き取り調査などにより、吾野地区の活性化に
活かすことが可能な様々な自然資源、歴史文化資源、人的資源等のと
りまとめを行う。
②地域住民、地元企業、NPO等からなる協議会を立ち上げ、地区の活
性化やコミュニティの問題点や、これからの地区のあり方などの意見交
換を行うとともに、地域の資源を活かした吾野地区再生の計画を策定す
る。
③吾野地区の拠点となる「吾野宿」を地区の活性化とコミュニティの創生
に有効に活用するための方策（都市住民への店舗としての貸し出し、地
場産品の販売、エコツアーサイトとしての利用など）を検討するために必
要な基礎調査（古民家分布調査、先進事例調査等）を行う。
④「吾野宿」における地域イベント (西川まつり)の内容・実施方法を、地
区の活性化とコミュニティの創生の観点から再検討するために、現在の
実施体制やメニュー等の整理、課題の抽出等を行う。
⑤吾野地域の資源分布や特徴を、地域住民に周知して認識を深めると
ともに、都市住民に広く普及することを目的とした広報用資料の作成を
行う。

飯能市吾野地区は高麗川上流の山間部に位置している。街道沿いの吾
野宿は江戸時代から絹織物や生糸を運ぶ商人が利用した宿場町とし
て、また、山あいの集落は西川材の産地として発展してきた。地区には
吾野宿の他にも、千年以上の歴史を誇る高山不動尊などの多くの歴史
資源や、伊豆ヶ岳、顔振峠などの多くの自然資源を有し、交通の便がよ
いことから多くのハイキング客が訪れている。
ところが、こうした資源や立地に恵まれているにも関わらず、現在の地区
内の状況は、林業の停滞などから転出による人口減少と高齢化が著し
く、商店の閉店やＪＡや駐在所の移転、小中学校の統廃合などが進み、
地域の活力が低下している。これに伴い、歴史的な街並みや古民家、住
民の手で守られてきた学校校舎等の施設の維持管理、祭や伝統芸能の
継承などが困難になる等の問題が生じている。
このような現状に対し、本モデル事業は、住民自らが地区の魅力の源と
なる資源（歴史的資源、自然的資源、人的資源等）に目を向け、再認識
する機会をつくり、地域再生に向けた機運と意識を高めるとともに、宿場
町や集落の古民家、木造校舎などの地域に内在する資源や恵まれた交
通条件を地域活力の再生に活かすための事業を実施するものである。
これにより、住民が地区に誇りを持ちながら住み続けることかできる地
域をつくるとともに、都市住民の力を活かしながら地域の活性化を図り、
新たなコミュニティの創生を実現していく。

活動概要

　平成２０年度　「新たな公」によるコミュニティ創生支援モデル事業　



活動結果

本プロジェクトの実施によって、これまで地域内に存在しなかった、各団
体や企業、地域住民が互いの活動や抱えている悩み、考え方等を共有
する場(協議会)「吾野を語る会」が創設された。これにより、地域内で
「点」として取り組まれてきた個々の団体・企業等の活動が、今後、線とし
て繋がり連携する可能性を有する事となり、新たなコミュニティの創生に
繋がりつつある。　この「吾野を語る会」は、地域外の方々や様々な分野
の専門家を検討や取り組みの中に受け入れた結果、客観的な意見やア
ドバイスを受け既存の地域コミュニティ、会議等とは異なった、全く新しい
「吾野地区の活性化を考えていく受け皿」となり、地域の課題解決に向け
て、これまでにない切り口での具体的な提案や協力、支援の体制構築
及び吾野地区再生の方向性を示すことに繋がった。また吾野地区の一
拠点候補地である「吾野宿」においては、土地利用や古民家等の現況、
利活用の状況について調査を行い、まちなみを地域活性化に資する資
源として活用していく上での課題を抽出した。また、抽出した課題に基づ
き、再生方針を提示した。

当初予想していな
かった効果

　当初、本プロジェクトでは、地域内の各団体、企業等の関係者のみで
議論・検討を進めていく予定であったが、参加予定者のご提案により、
吾野地区以外の団体や企業等、多様な主体の参加のもとに取り組み
(協議会＝「吾野を語る会」)を進めることとなった。結果的に、地域内の
団体・企業関係者だけでは気づくことが難しかった多くの課題・魅力や価
値について、外からの目や特定の分野の専門家としての視点からの評
価をいただき、既存の取り組みにおいてなかった、全く新しい課題や可
能性を取りまとめる事が出来た。　また、平成21年度において実施を想
定している高校や芸術家、企業との連携による企画が立ち上がり、既に
実現に向けた打合せや調整がはじまっている。地域の新たな魅力となる
商品・サービスの開発や試験販売、地域の特産品である西川材を活用
したイベント等の実施を展開していく予定である。

実施状況（写真）

　○吾野宿まつりツアーの様子　　　　　　○吾野を語る会の様子
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